




















































































































































































































































































の挿図は『日本書紀』から 2点、［続日本紀』から 2点、『続日本後紀Jから 2
点、『文徳実録Jから 2点、『三代実録Jから 1点（図6）、また軍記物語から
は『平家物語』から 1点、『曽我物語』から 1点、『太平記Jから 2点とその講
談版とされる『太平記読Jから 2点、さらに説話集からは『古事談Jから 1点、
『十訓抄』から 1点、『古今著聞集Jから 2点、『沙石集Jから 3点、さらに史
書『吾妻鏡Jから 2点の合計二十四点からなるo
こうしてみると、摺物シリーズのデザインには移しい量の知識が要求される
ように見受けられるが、おそらく岳亭の場合は例外であろう。漢学に優れ、極
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めて博学であった岳亭はもちろん標準的な画工とはちがう。岳亭は「左保姫の
霞の糸に……」ゃ「佐保姫の霞の衣……」とお決まりの句ではじまり、「……
鴬の声」や「……屠蘇酒の酔いj、あるいは「変わらぬ春となるぞめでたき」
と決まり文句を濫用するようなたいていの狂歌人に比べればず、っと古典に精通
していたはずである。
だが、私自身も 〈文人・岳亭〉の評価には少々楽観的すぎるのかも知れない。
岳亭にしても、作画にあたり、橘守国の『絵本故事談j(1714年刊行）あたり
を参考にしていたかも知れないのだ。これは十八世紀初頭に大衆向けに出回っ
ていた『古事談』で、挿図の参考にするには手ごろなものであったはずである。
実際、このような古典書を極端に略化した大衆読み物が、画工の 〈手引書〉と
して江戸時代後期の 〈アイコノグラフィー〉、すなわち 〈図像・彫像学〉にも
たらした影響は疑いなく、今後の関心と考察に値する。
＊図2～6はアムステルダム国立博物館所蔵。
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＊討議要旨
堀川貴司氏は、 f絵本故事談jのような、オリジナルの出典ではなく江戸時代に編集された参考書
と作品との関係はどの程度研究が進んでいるのか、と尋ね、発表者は、他にも f絵本鷲宿梅jなど類
似の書物があり、興味深い研究テーマである、例えば 『北斎漫画Jの絵が根付の手本になっている、
といった例は指摘されているが、 全体としてはこれからの課題である、と答えた。
大高洋司氏は、この発表は井田太郎氏の発表と深く関わる、江戸の文化は寛政の改革を境にそれま
であったウイットや都会性が表面上失われていくが、井田氏の発表からはそれが抱ーの中に、この発
表からはそれが摺物のような個人的なものの中に、それぞれ残っていく、ということが明らかになっ
て、大変興味深い、また、岳亭定聞は、読本作者としては二流の部類に属するが、そういう人に古典
の教養がどの程度あるのかということを、この発表をきっかけにしてもう一度考え直してみたい、と
発言した。
山下則子氏は、江戸後期の絵画を研究する上で、文学的要素をどのような形で受容したかは重要な
問題で、画題集や往来物などを利用したのであろうとは思うが、詳しい研究はこれからである、と発
言した。
潟沼誠二氏（座長）は、高村光太郎は「根付の国jという詩で、根付を魂の抜けた日本人の象徴と
したが、その根付にも日本文学の伝統が綿々としてつながっていることを感じさせられた発表であっ
た、とまとめた。
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